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第 2 章では， 3 次元体系の輸送問題を Sn 法に基づいて解く反復計算法について論じ， Sn 法に対する収束加速法と















れている。本研究は，拡散合成法を 3 次元 XYZ 体系に適用する場合に生ずる数値解法の不安定性の問題点を解決する
ために行った研究の成果をまとめたものであり，主な成果は以下のように要約できる。
(1) 払散合成法を 3 次元 XYZ体系に適用する場合に生じる数値解法の不安定性を調べ，不安定性が発生するメカニ
ズムおよび安定性を確保するための条件を明らかにしている。






(5) 集合体内の局所中性子輸送効果を評価する手法として，実機燃料集合体の 2 重非均質効果の評価法と臨界集合体
のプランケット格子計算法について，それぞれ新しい計算モデルを導出している。
以上のように，本論文は高速炉炉心設計において重要な 3 次元中性子輸送計算法の解法について非常に有益な知見
を提供しており，原子力工学，特に原子炉物理学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あ
るものと認める。
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